
Y字の切り込み

固定用テープを
ルートの上から下に回し
ルートの下でテープ同士を

くっつけて固定

固定用テープ

ルート
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ライナー紙（裏面）を剥がし、粘着面を
出します。

不織布テープの切り込み部分をカテー
テルの下で沿わせるように貼付します。
無理に重ね合わせる必要はありません。

フィルムを皮膚に
密着させるように、
空気を押し出しな
がら貼付します。

周囲をしっかり密着させ、全体を貼付し
た後、本品を押さえながらゆっくりとラ
イナー紙（表面）のフレーム部分を剥が
します。

カテーテル刺入部位に本品フィルム部分
の中央を合わせます。

フィルムの上から
カテーテル周囲を
つまみよく密着さ
せます。
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2本目の固定用テープで
さらに上からルートをΩ
字に固定します。記録用
ラベルに日 付 などを記
入して観察の妨げになら
ない位置に貼付します。

1本目の固定用テープで切り込みが開か
ないように固定します。

必要に応じてサージカル
テープなどで補強してくだ
さい。予めY字に切り込み
を入れておくと固定性がよ
くなります。
写真は３Ｍ™ マルチポア™ 高通
気性撥水テープEX 4733-50
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フィルムドレッシング 使用手順
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カスタマーコールセンター

0570-011-321
8:45～17:15 ／月～金（土日祝年末年始は除く）
全国どこからでも市内料金でご利用いただけます

製品のお問い合わせはナビダイヤルで

皮膚創傷ケア製品事業部
http://www.mmm.co.jp/hc/medical/

販売名：テガダーム I.V.コンフォート フィルム ドレッシング　届出番号：13B1X10109000232
３Ｍ、Tegaderm、テガダーム、マルチポアは３Ｍ社の商標です。

1. 再使用禁止
一度開封して、そのままにしておいた本品を使用しないこと。一度
使用したものを再使用しないこと。[ 無菌状態が保持できないため]
また、一度開封したものを再滅菌して使用しないこと。

2. カテーテル刺入部位に感染徴候（発赤、発熱、疼痛、紅斑、異臭、
浮腫、異常な滲出液など）がある場合には、本品を使用しないこと。
[ 感染を増悪させる恐れや、治癒の遅延につながる恐れがあるため]

【 禁 忌・禁 止 】 注 意 事 項
添付文書をよく読んでからご使用下さい。

剥がし方

補強のテープ類や固定用テープを剥が
します。手袋をはめた指の腹でなでるよ
うにすると剥がしやすくなります。

不織布テープの切り込み部分を、片方
ずつ押さえながらゆっくりと剥がします

片手でカテーテルの穿刺部を押さえな
がらフィルムを剥がします。1 2 3

３ＭTM テガダームTM I.V. コンフォート 
フィルムドレッシング 使用手順

約180°

皮 膚
押さえる

皮 膚

皮膚から剥がす時のポイント!
悪い例良い例

カテーテルと皮膚を
押さえながら、
折り返すように
ゆっくりと剥がします。

皮膚に負担がかかるため
真上に持ち上げたり、
早い速度で剥がさないよう
ご注意ください。


